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■プロフィール■
　北摂第一幼稚園 → 武庫小学校 → 狭間中学校 → 北摂三田高等学校
   → 関西学院大学 ( 法学部 ) → 甲南大学法科大学院 ( 法学研究科 ) → 特許事務所　

ＴＥＬ／ＦＡＸ　　０７９－５６３－７４４５

33,69% これは前回の県議会議員選挙における三田市での投票率です。
10 人中７人近くの方が投票されていないことになります。

月額３万円 県民一人あたりの県費の歳出額 ( 約 ) です。３人家族であれば９万円にもなります。
不景気に多くの方が家計を見直される中、県費の支出にも目を向けてみませんか？

投票に行きましょう！ 誰だかよく知らない人が私達の３万円の使い途を決めています。
何に使われどんな効果が出たのか報告も受けません。その裏で

ムダ遣いが多いように思われます。「４年分の税金を少しでも託したいと思える人」を選びに行きませんか？
例）県知事退職金 4200 万円 /4 年、副知事 2400 万円 /4 年、県外郭団体常勤役員の県派遣・OB 率 86％ ( 約 )

＊アジェンダとは
　「実行計画」を意味し、
　実行を約束する点で、
　民主党の用いたマニ
　フェストとの相違点を
　強調するものです。

１、議会改革！まず議員が身を削り改革の覚悟を示します

２、行財政改革！ 増税の前にやるべきことがあります

節約・捻出した県費で県の借金返済や県民サービスの充実を進めて参ります！

・議員報酬の３割・ボーナスの５割削減の提案、受取拒否の実施。
・議員定数の削減を提案。　

・議会の開始前に県民の意見収集会、終了後に報告会を実施。
・議員提案立法の実施。
　　本来の役割であるのに現兵庫県議会ではほとんど行われていません

・行政の総人件費の２割削減。

・公務員幹部や議員 OB の天下り・わたり行為を禁止。

・不必要な大型公共事業を指摘し、地域密着型に移行することを提案。

・資産仕分け ( 棚卸の実施 ) で新たな財源の発掘。

能力・業績評価を給与に適切に反映する制度の導入と、特別手当ての見直しを提案します。

外郭団体への補助金や業務委託、職員の出向を厳しくチェックします。

 みんなの党  兵庫県版ローカルアジェンダ

議会の
引締め

情報公開

議会機能
の復活！

突然の悲惨な「東北地方太平洋沖地震」によって志半ばで亡くなられた方々に哀悼の意を表し
被災された方々の一日も早い復興を願うばかりです。
微力ではありますが自分にできることを考え行動していきたいと思います。義援金や救援物資については
日本赤十字社等の公式発表を待ち、HP にて情報発信させて頂きますので御協力宜しくお願い致します。



○収益性の確保
・生産性や流通の効率化、地産地消の促進
・作物の高付加価値化（地元ブランド強化）
・農家への補償金、有害鳥獣対策
   →「強い農家」を目指します。
○後継者育成
   余剰田畑と新規就農希望者の橋渡しとな
   る組織・制度の設立を呼び掛けます。

議員自らトップセールスでテクノパーク等に
企業誘致し、地元の雇用創出につなげます。

預かり保育の実施に対する補助金の拡充や、認定こども園と保育所の
受け入れ定員増を進め、待機児童ゼロを目指します。
小児科医師の増員や当番制の充実で小児救急の受入れ体制を整備します。

少人数授業・学級により英語や理系の強化と個性を伸ばせる教育を進めます。

お年寄り等が集い、児童や保護者とも交流を深
められるサロンを提案します。（地域・多世代交流）

特別養護老人ホームの増設・小規模多機能型介
護サービス（デイサービス・ショートステイ・ホー
ムヘルプサービス等総合的に受けられる）やグ
ループホームの拡充を図ります。

  福祉政策   産業振興

③子育てしながら働ける保育環境・小児救急の整備

④教育の充実

②農業の持続的発展

③商店街の活性化と地元企業の支援

①仕事による生きがい

④コミュニティバスで買い物難民の防止

②空き教室を利用したサロンの開設

③安心して必要な介護が受けられる街づくり

①企業誘致

①非正規社員の待遇改善（同一労働同一賃金制の導入）

②若者・子育て世帯への家賃補助

正規社員との待遇格差の是正により、生活スタイルに合わせた
働き方を選択し、安心して生活できる環境を目指します。

低家賃の県営住宅や家賃補助制度を整備・活用します。
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元気な街づくりサイクル

・各町内と駅前を小型バスで連絡し、外出しにくいお年寄り等の買い物場として 商店街再生を提案します。
・三田では、関西学院だけでも約 5000 人いる学生達のニーズも満たすような店舗を誘致します。　
・地元企業や起業家支援制度（低金利融資・補助）等により、民間の意欲や力を促進します。

    市政レベルと思われる問題であっても、県 ( 議 ) と市が協力・連携することで解決が促進されるものがたくさんあります。
　　　　　　　　　　　　　元気なひょうご・さんだのために皆さんのお声を聴かせて下さい。　
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　＜討議資料＞
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  若者&子育て世帯
   （労働人口）対策

ひょうご・さんだ
　　  　　            なかた       えいいち

  みんなの党  中田 英一

・シルバー人材センター、シルバーベンチャーの支援。
・障害者の就労、小規模作業所等の活動支援。 


